


◆ 理論更新研修報告
理事　藤原　一正

　本年度の理論政策研修では、事前アンケートでも御要
望の多かったITに関する利活用について、専門家をお
招きし実施いたしました。昨今のテレワークやDXの推進
など多くの先生方の関心が高い分野であったと思われ
ます。
　実施に関してはコロナの影響で、昨年と同様に感染対
策を実施しながら受講者の検温記録や密集状況の回避
などの対応となり、大きな会場でソーシャルディスタンスを
確保しながらマスク着用で実施いたしました。
内容については、全体を通して非常に濃い内容で実務を
踏まえた有用なものになったのではないかと思います。
豊富な事例と詳細な解説で診断士としてのITに関する
知識の補充が十分にできたものと考えます。一時限目、
二時限目、ディスカッション共に、興味深く受講していた
だけたのではないでしょうか。

今後ITを活用しない企業はほとんどないと思いますの
で、我々は適時専門家として指導することが必要である
と思います。今回の研修を普段の診断活動に活かしてい
ただけたらと思います。

◆関東経産局との意見交換会の報告
会長　藤田　泰一

　令和3年11月29日（月）午前10時より甲府商工会議所
2階クラブ室において、経済産業省関東経産局経営支援
課と県協会との意見交換会が開催されました。
　関東経産局経営支援課からは渡辺理香課長並びに
長嶋繁調査官が来甲され、県協会からは藤田会長、斉
藤副会長が出席して少人数での忌憚のない意見交換会
となりました。
　具体的には、「山梨県協会並びに会員中小企業診断
士と県内の支援機関や金融機関等との連携状況につい
て」、「山梨県協会の活動内容の紹介や特に特徴的な動
きについて」、「山梨県協会の課題と今後について」、「中
小企業診断士としてここ1～2年の間でのクライアントか
らの相談・依頼内容の変化等について」、「経済産業省
施策への意見等について」などが主なテーマとなりまし
た。
　県協会側としては、上記各テーマに関する現状につい
て率直にコメントするとともに、中小企業診断士の持って
いるノウハウ等が中小企業者や金融機関などにおいて
はますます必要となっていることと、これに伴い経済産業
省においても是非中小企業診断士を活用するような施
策を期待しているとの要望を提案しました。
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